
（様式第４号） 塩田地域協議会 会議概要
１ 審 議 会 名 第６回塩田地域協議会

２ 日 時 平成２５年９月２６日(木) 午後１時 30分から午後３時まで

３ 会 場 塩田公民館 小ホール

４ 出 席 者 工藤委員、窪田富委員、黒澤委員、神津委員、小松委員、塩沢委員、竹内委員、

南雲委員、西川委員、西澤委員、山極委員、山寺委員、吉田委員、若林委員

合計 14名

５ 市側出席者 海瀬 塩田地域自治センター長、倉澤 地域振興政策幹、志摩 センター長補佐

６ 公開･非公開の別 公開・非公開・一部非公開

７ 傍 聴 者 ０人 記者 ０人

８ 作 成 日 平成２５年９月２６日

協 議 事 項 等

１ 開 会（若林副会長）

２ あいさつ（南雲会長）

３ 協議事項

（１）わがまち魅力アップ応援事業選考審査について

（２）各専門委員会からの報告について

【主な協議の内容】

(事務局) 今年度第３回の募集を９月２０日に締め切ったが、塩田地域においては応募が

無かった。

(委員) 市全体を対象とした事業に係る地域協議会正副会長会の審査において、採点結果

を重視したため、前回不採択の事業で、指摘事項を是正して再申請した事業を再度

不採択にするという事例があり、審査方法に疑義を唱える意見が複数あった。

(委員) ６０点という採択ラインが示されている以上、やむを得ないこと。これを崩した

ら、採点自体に意味がなくなってしまう。

(委員) 不採択の理由を示して、それを是正したにも拘わらず、再度不採択にするという

ことは、前回の指摘は何だったのか、審査そのものに不信を抱かせる原因にもなる。

少数の委員が０点に近い採点をすると平均点が下がってしまうなど平均点の出し

方を含めて審査方法を見直す必要があると感じている。

【主な協議の内容】

３つの専門委員会から、調査・研究の現況について報告があり、それぞれについて質疑応

答があった。

○地域福祉専門委員会

(委員) 福祉関係の専門相談窓口の設置をもっと声高に提案してもらいたい。

○地域交通専門委員会

(委員)  10 月 1 日から実施される「運賃低減バス」について、市が配布した時刻表が見づ

らいと云う意見を聞いた。

(委員) 今まで、地域協議会だよりを使って、地域限定版の路線図、時刻表を全戸配布し

てきた。新しい路線もあるので、次回のたよりで載せられるよう検討していきたい。

別所線の利用促進と併せて、(新しい路線が)地域にとって必要な路線なのかを注

目していきたい。

○地域振興専門委員会

(委員)  (提言事業の｢ため池フェス｣に関して)広報について、もっと観光協会や上田電鉄等

と連携がとれたのではないか。他の祭りイベントとも連動して、回遊が図れるような

工夫が必要。

(委員) 今年は期間が短かったのでできなかった部分があった。次回までには時間があるの

で、事前の準備をしっかりやっていきたい。



（３）先進地視察について

４ そ の 他

以降の日程等

５ 閉 会

以上確認し、15 時 閉会した。

【主な協議の内容】

(事務局) 別添資料のとおり、

１ 日 時 平成２５年１０月２１日(月)午前８：５０～

２ 視 察 先 飯田市(鼎公民館)

３ 視察内容 飯田市における地域内分権の「しくみづくり」と鼎地区「地域自治

組織」における「まちづくり委員会」の役割等について

という内容で調整してきたが、よろしいか。

(委員) 異議なし。


